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172 松山大学論集 第32巻 第6号
第766条 当事者がリコースファクタリングを定めたときは、ファクターは、
売掛債権の債権者に対してファクタリング融資金の元本及び利息の返還若し
くは売掛債権の買戻しを請求し、又は債務者に対して売掛債権を行使するこ
とができる。ファクターが債務者に対して売掛債権を行使したときは、ファ
クタリング融資金の元本及び利息並びに関連費用の額を控除した残額は、売
掛債権の債権者に返還しなければならない。
第767条 当事者がノンリコースファクタリングを定めたときは、ファクター
は、債務者に対して売掛債権を行使しなければならず、ファクターがファク
タリング融資金の元本及び利息並びに関連費用の額を超えて取得した部分
は、売掛債権の債権者に返還する必要がない。
第768条 売掛債権の債権者が同一の売掛債権につき複数のファクタリング契
約を締結し、それによって複数のファクターが権利を主張したときは、登記
をした者が登記をしなかった者に優先して売掛金を取得する。すべての者が
登記をしたときは、登記の時間的順序に従って［先順位者が］売掛金を取得
する。すべての者が登記をしなかったときは、売掛債権の債務者に最初に到
達した譲渡通知において記載されているファクターが売掛金を取得する。［す
べての者が］登記をせず、かつ、通知もしなかったときは、［各自が］ファ
クタリング融資金の額又はファクタリング手数料の額の割合に応じて売掛金
を取得する。
第769条 本章に規定がないときは、債権譲渡に関する本編第6章の関係規定
を適用する。
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